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ママ『お
い
し
い
|
』

天
神
山
観
光
ぶ
ど
う
園
の
朝

(
西
布
施
地
区
〉

西
布
施
地
区
に
ぶ
ど
う
栽
庖
ガ
導
入

さ
れ
だ
の
は
、
昭
和
初
年
か
ら
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
初
に
こ
れ
を
取
り
入
れ

疋
の
は
、
小
川
寺
の
大
谷
清
瑞
、
大
森

久
雄
、
本
井
一
義
、
森
崎
修
三
、
古
川

義
夫
氏
ら
が
中
山
と
な
っ
だ
十
二
名
の

グ
ル
ー
プ
で
、
当
初
は
栽
培
面
積
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
か
ら
出
発
し
疋
と
誌
さ
れ
て

り
ま
す
。
近
年
、
農
山
村
自
然
環
境
活
用
事
業

の
一
環
と
し
て
、
天
神
山
観
光
ぶ
ど
う

園
ガ
創
設
さ
れ
、
道
路
の
舗
装
や
集
荷

場

・
直
売
所

・
農
機
具
格
納
庫
な
ど
ガ

新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
豊
作

と
あ
い
ま
っ
て
行
楽
に
あ
と
つ
れ
る
人

び
と
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。

現
在
で
は
、
栽
庖
震
家
も
三
十
数
戸
に

増
え
、
面
積
も
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ロ
凹
種
は
キ
ャ
ン
ベ
ル
、
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
、

巨
峰
、
デ
ラ
ウ
工
ヤ
(
種
な
し
〉
ヒ
ム

ロ
ッ
ト
(
早
生
種
)
な
ど
で
、
ハ
ウ
ス

ぶ
ど
う
は
8
月
初
旬
か
ら
出
荷
ガ
始
ま



き
び
し
さ
が
増
す
地
方
財
政

一
億
百
十
万
八
千
円
を
追
加

あなたも見ょう l

市政の動きl
9月定例市議会目

一
般
会

計
に9

月
定
例
市
議
会
は

9
月
日
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
清
河
市
長
か
ら
地
方
財
政
は
か
つ
て
な
い
き
び
し

い
試
練
に
直
面
し
て
お
り
補
正
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
は
、
行
政
施
策
の
中
か
ら
必
要
止
む
を
得
な
い

も
の
の
み
を
計
上
し
ま
し
た
と
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

げ
日
に
は
傍
聴
の
若
い
婦
人
が
多
数
見
守
る
中
で
、
超
過
負
担
解
消
な
ど
す
る
ど
い
代
表
質
問
が
展
開

さ
れ
、
辺
日
に
再
閉
め
本
会
議
で
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
継
続
審
議
と
な
っ
た
も
の
を
除
き
、

常
任
委
員
会
に
付
託
審
議
さ
れ
て
い
た
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
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-
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
の
総
額
に
一
億
百
十
万
八

千
円
を
追
加
し
て
、
予
算
総
額
を
四
十

五
億
三
千
八
百
四
万
五
千
円
と
す
る
も

の
で
、
そ
の
主
な
も
の
は
総
務
費
で
は

新
川
広
域
圏

一
部
事
務
組
合
分
担
金
と

し
て
第
二
期
分
ま
で
の
充
当
金
七
百
七

十
万
円
と
法
人
市
民
税
で
印
年
度
分
予

納
に
か
か
る
還
付
金
七
百
五
十
四
万
四

千
円
が
計
上
さ
れ
、
民
生
費
で
は
社
会

福
祉
費
に
老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
金

二
百
四
十
万
円
と
、
老
人
精
薄
者
、
身
障

者
な
ど
の
扶
助
費
の
単
価
改
訂
に
伴
う

一
連
の
補
正
が
な
さ
れ
、
児
童
福
祉
費

で
は
、
保
育
料
措
置
費
の
単
価
改
訂
に

よ
る
委
託
料

一
千
百
九
十
万
一
千
円
を

追
加
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
に
つ
い
て
は
、
広
域

農
道
整
備
事
業
負
担
金
一
千
五
百
八
十

九
万
二
千
円
、
県
営
林
道
開
設
事
業
分

担
金
一
千
二
百
二
十
五
万
円
を
追
加
し
、

日
年
度
で
完
成
予
定
の
北
山
老
朽
溜
池

整
備
事
業
が
、
諸
般
の
事
情
で
一
ヵ
年

繰
り
延
べ
と
な
り
、
こ
れ
に
伴
う
事
業

費
七
百
六
十
七
万
六
千
円
を
減
額
し
て

い
ま
す
。

土
木
賀
で
は
、
都
市
改
造
事
業
費
に

六
百
七
十
万
円
、
駅
前
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
の
換
地
清
算
金
四
百
五
十
万

八
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
費
で
は
、
市
民
待
望
の
総
合
体

育
館
も
完
成
し
設
備
も
充
実
を
見
て
い

る
の
で
、
外
構
工
事
に
七
百
五
十
万
円

を
計
上
し
、
日
月
中
旬
に
開
館
す
る
運

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
復
旧
費
で
は
、
土
木
災
害
復
旧

費
に
四
百
九
十
三
万
七
千
円
、
農
林
水

産
施
設
災
害
復
旧
費
に
二
千
三
百
六
十

五
万
三
千
円
を
計
上
し
て
、
早
期
復
旧

を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
地
方
交
付
税
、

分
担
金
、
国
県
支
出
金
、
諸
収
入
と
市
債

を
充
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

-
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
の
総
額
に
五
百
八
十
六
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
一
千
四
百

七
十
七
万
四
千
円
と
す
る
も
の
で
、
こ

れ
は
黒
沢
地
区
簡
水
事
業
の
配
水
池
の

移
築
と
こ
れ
に
伴
う
配
管
工
事
や
取
り

付
け
道
路
の
工
事
費
五
百
八
十
六
万
円

が
計
上
さ
れ
た
も
の
で
、
財
源
に
は
分

担
金
を
充
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

4
『清
河
市
長
の
提
案
理
由
の
説
明

-
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

-
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
-
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

d

司
代
表
質
問
に
聞
き
入
る
若
い
婦
人
の
傍
聴
席

-
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

-
刊
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
継
続
審
議
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

-
経
団
漁
港
船
揚
場
船
台
捲
揚
施
設
工

事
(
そ
の
こ
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

-
同
意
案
件

魚
津
市
教
育
委
員
会
委
員
に
寺
田
栄

二
氏
が
選
任
さ
れ
人
権
擁
護
委
員
に
野

崎
重
次
郎
氏
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

…
「
法
の
日
」
週
間
…

…

に

つ

い

て

…

一
叩
月
1
日
は
、

「
法
の
日
」
で
す
。

一

一

個
人
の
自
由
は
、
民
主
主
議
の
生

一

一
命
で
す
が
、
こ
の
自
由
は
、

他
の
人
一

一
の
自
由
と
共
存
で
き
る
も
の
で
な
け

一

…
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
保
障
す

一

一
る

の
が
「
法
」
で
あ
り
、同
時
に
法
は
、一

一
国
家
権
力
の
不
当
な
行
使
に
対
し
て
一

一
も
、
個
人
の
自
由
を
保
障
す
る
任
務

一

一

2
2す
。
ま
た
法
は
、
い
か
な

一

一
る
暴
力
を
も
否
定
す
る
も
の
で
あ
り

一

一
悪
法
だ
か
ら
と
い
っ
て
暴
力
を
正
当

一

一
化
し
た
り
、
法
に
服
従
し
な
く
と
も

一

…
ょ
い
と
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

一

一

法
の
性
格
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の

一

一
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
「
法
の
支
配
」

…

一
こ
そ
が
、
民
主
主
義
国
家
に
あ
っ
て

一

一
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
、
国

一

一
際
社
会
で
の
世
界
平
和
の
よ
っ
て
立

一

一
つ
基
盤
で
も
あ
り
ま
す。

一

一

そ
こ
で
、
国
民
全
体
が
法
を
尊
重

一

…
す
る
精
補
を
高
め
る
た
め
に
制
定
さ

一

一
れ
た
の
が
、
「
法
の

日
」
で
す
。

一

一

今
年
で
第
二
ハ
回
を
迎
え
ま
し
た

一

一
が
、
こ
の
「
法
の
日
」
週
間
を
機
会
に
、一

一
「
法
」
の
支
配
の
重
要
さ
を
あ
ら
た
め

…

一
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一

一

富
山
地
方
裁
判
所

…

一

家
庭

一
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花と緑の

あふれる都市ヘ

わ
た
し
き
ち
の
住
む
生
活
環
境
は
近
代
文
明
の
た
め
、
年
々
土
の
香
と

緑
が
せ
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
よ
う
や
く
花
と
緑
の
い

っ
ぱ
い
運
動
が
起
り
、
環
境
の
美
化
と
緑
化

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
市
で
は
、
市
民
が
植
物
を
愛
し
て
、
生
活
を
う
る
お
し
、
心

を
豊
か
に
す
る
た
め
の
、
花
と
緑
の
あ
ふ
れ
る
都
市
の
建
設
を
め
ざ
し
て
、

市
の
木

・
市
の
花

・
市
の
花
木
を
指
定
し
、
そ
の
植
栽
を
応
く
よ
び
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

選
定
は
、
花
木
選
定
委
員
会
に
諮
問
七
て
行
わ
れ
、
公
募
の
中
か
ら
市
民

に
広
く
親
し
ま
れ
、
本
市
の
特
徴
を
よ
く
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
市
の
木
に

は
、
ま
つ

・
市
の
花
に
は
、
か
の
こ
ゆ
り

・
市
の
花
木
に
は
、
つ
つ
じ

・
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま

L
た
。
各
家
庭
で
植
栽
し
て
花
と
緑
の
あ
ふ
れ
る
自
然

ゆ
た
か
な
都
市
に
し
ま
し
ょ
う
。

市の木・花・花木きまる

市
の
木
・
:
ま

つ

ま
つ
・

は
市
内
各
地
に
自
生
し
て
お

り
、
盆
栽
や
庭
木
な
ど
に
も
適
し
て
お

り
、
そ
の
常
緑
の
美
し
さ
は
、
め
で
た

い
植
物
と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て

来
ま
し
た
。

あ
か
ま
っ

l
市
内
の
低
山
地
帯
に
自
然

林
を
な
し
、
幹
の
色
が
赤
く
葉
は
細
ぐ

や
わ
ら
か
い
の
で
女
(
め
)
ま
つ

・
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

く
ろ
ま
つ
l
あ
か
ま
つ
と
な
ら
ん
で
、

日
本
産
ま
つ
の
代
表
樹
種
で
、
主
に
海

岸
に
近
い
平
地
に
生
育
し
、
防
風
林
や

風
致
林
と
し
て
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
め
こ
ま
つ

l
市
内
の
高
山
で
標
高
一

千
灯
位
の
地
点
に
自
生
す
る
五
葉
松

で
、
特
に
庭
木
や
盆
栽
樹
と
し
て
す
ぐ

れ
て
お
り
、
樹
齢
も
永
が
く
古
来
か
ら

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
の
花
・
:
か
の
こ
ゆ
り

か
の
こ
ゆ
り
・

は
国
内
で
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国

で
は
、

H

東
洋
の
幻
想
。
と
し
て
人
気

が
あ
り
、
赤
と
白
の
鹿
の
子
の
花
は
、

優
雅
で
か
れ
ん
で
、
切
り
花
は
も
ち
ろ

ん
花
壇
に
も
適
し
て
お
り
、
庭
園
の
路

地
植
に
も
適
し
て
い
ま
す
。

原
産
地
は
、
鹿
児
島
県
甑
(
こ
し
き
)

島
で
、
市
内
長
引
野
地
区
で
集
団
栽
培

さ
れ
、
現
在
で
は
、
国
内
第

一
位
の
生

産
量
を
誇
り
欧
米
諸
国
に
も
輸
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
の
花
木
:
・
つ
つ
じ

つ
つ
じ
・

は
市
内
に
広
く
分
布
し
、
春

か
ら
初
夏
に
か
け
て
山
野
、
庭
木
、
花

壇
の
ふ
ち
ど
り
、
鉢
も
の
な
ど
市
域
全

般
に
み
ら
れ
る
花
木
で
、
永
く
市
民
に

愛
培
さ
れ
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
種
類
は
多
く
、
山
野
の
い
た
る

。

、
と
こ
ろ
に
自
生
し
て
い
る
、
や
ま
つ
つ

じ

・
れ
ん
げ
つ
つ
じ

・
み
つ
ぱ
づ
つ
じ

・
な
ど
の
類
は
、
淡
い
赤
、、
だ
い
だ
，い、

淡
い
紅
紫
の
色
な
ど
で
春
の
山
野
を
彩

り
、
市
民
に
い
こ
い
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
庭
植
の

・ーく
る
め

・
ひ
ら
と

・
な
ど
の
色
つ
つ
じ
は
、
白
、
赤
、

，
ピ

ン
ク
な
ど
の
色
、
大
、
小
の
花
型
が
あ

り
、
温
室
育
ち
の
ア
ザ
レ
ア
も
室
内
を

飾
る
に

ふ
さ
わ
し
い
花
木
で
あ
り
ま
す
。

品
種
の
多
い
き
っ
き

・
は
、
市
内
に
愛

好
者
一が
・多
持
一-一毎
年
一春
と
秋
山ド
花
型
と

木
ぷ
り
の
良
さ
を
競

っ
て
い
ま
す
。

つ
つ
じ
類
は
、
花
が
き
れ
い
な
の
と
、

き
し
木
や
手
入
れ
が
容
易
な
の
で
広
く

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
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さ
わ
や
か
な
秋
に
身
山
を
鍛
え
よ
う

山
内
昨
年
8
月
か
ら
総
事
業
費
四
億
八
千
万
円
(
う
ち
勤
労
青
少
年
体
育

桝

州
セ
ン
タ
ー
三
千
万
円
)
を
か
け
て
建
設
中
の
魚
津
市
総
合
体
育
館
は
、

一市

山
市
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
日
月
日
日
に
落
成
式
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

制

+

た

。

制

総
合
体
育
館
は
、
大
体
育
室
、
小
体
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

(中
体

育
室
、
そ
れ
に
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
育
室
)
で
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ

l
ト

タ
l
(
中
体
育
室
)
を
そ
な
え
、
一
度
に
一
面
、
ま
た
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト

一一一

1
四
種
目
の
競
技
が
で
き
る
県
内
で
二
面
が
使
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
唯
一
の
体
育
館
と
な
り
ま
し
た
。
体
育
室
の
ほ
か
、
会
議
室
一
、
応
接

大
体
育
室
は
、
千
四
百
三
十
六
平
方
室
一
、
指
導
員
室
二
、
医
務
室
一
、
更

灯
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ま
た
は
パ
ス
ケ
衣
室
四
、
喫
煙
室
四
、
事
務
室
一
、
放

ッ
ト
ポ

l
ル
コ
ー
ト
二
面
、
パ
ド
ミ
ン
送
室
一
、
便
所
八
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ト
ン
の
場
合
コ

l
ト
八
面
が
と
れ
る
こ
ま
た
、
身
体
障
害
者
が
車
い
す
で

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
観
覧
席
は
固
定
利
用
で
き
る
よ
う
玄
関
に
ス
ロ
ー
プ
を

席
二
百
六
十
六
席
、
収
納
式
ス
タ
ン
ド
設
け
た
ほ
か
身
障
者
用
便
所
が
つ
く
ら

五
百
席
分
が
あ
り
、
二
階
の
周
囲
や
く
れ
て
い
ま
す
。

百
七
十
幻
は
、
幅
一
・
こ
れ
の
ラ
ン
ニ
こ
の
体
育
館
を
利
用
す
る
と
き
は
、

ン
グ
用
走
路
が
設
け
ら
れ
、
屋
内
で
の
事
務
室
窓
口
で
受
付
け
を
し
て
更
衣

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
利
用
で
き
、
そ
の
効
果
室
で
準
備
を
し
て
、
体
育
を
し
て
も

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
更
衣

ま
た
、
体
操
器
具
も
移
動
式
の
鉄
棒
室
に
は
シ
ャ
ワ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
汗

平
行
棒
、
あ
ん
馬
、
つ
り
輪
、
跳
馬
、
平
を
流
す
こ
と
も
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

均
台
、
段
違
い
平
行
棒
が
あ
り
ま
す
。
そ
い
ま
す
。
な
お
、
体
育
館
の
使
用
料
金

の
ほ
か
卓
球
台
十
台
も
準
備
さ
れ
て
い
は
別
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。小
体
育
室
に
は
、
柔
道
畳
五
十
枚
が

準
備
さ
れ
て
お
り
、
柔
剣
道
場
と
し
て

も
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
器
具
も
ロ
|
イ
ン
グ
マ
シ
ン
、
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
、
ウ
オ

l
キ
ラ
ン
、
パ
ー

ベ
ル
、
ア
プ
ド
ミ
ナ
ル
ド
ボ

l
ド
な
ど

十
数
種
の
器
具
や
体
力
測
定
器
具
が
用

意
さ
れ
、
体
力
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
操
競
技
模
範
演
技
大
会

V
日
時

l
m月
比
日
(
火
)
午
後
0
時
初
分

V
参
加
選
手

1
日
本
体
育
大
学
学
生
お

よ
ぴ
O
B
十
名

監
物
永
三
、
塚
原
光
男
、
堀
出

一
夫

岡
村
輝
一
、
藤
本
俊
、
石
村
真
知
子

鬼
藤
千
恵
子
、

真
野
郷
子
、
吉
田
礼

子
ほ
か

V
入
場
料

1
無
料

N
H
K
・F
Mリ
ク
エ
ス
ト
ア
ワ
l

(
公
開
録
音
)

V
日
時

l
m月
お
日
(
土
)
午
後
1
時

V
歌
手

l
麻
生
ょ
う
子
a

こ
の
放
送
は
毎
週
土
曜
日
午
後
3
時

叩
分
か
ら
同

6
時
ま
で
放
送
さ
れ
て

お
り
、
日
月
1
日
(
土
)
に
放
送
さ
れ

ま
す
。

V
入
場
料

l
無
料

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
招
待
試
合

V
日
時

1
日
月
8
日
(
土
)
午
後
0
時
初

分
か
ら

V
招
待
チ

l
ム

1
新
日
本
製
鉄
、
富
士

フ
ィ
ル
ム
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
l
ム

V
入
場
料

l
未
定

区 分 午前 午後 夜間 午午 後前 午夜 後間 全日

児童、生徒 2時間を単位として 10円
個 人

一 般 2時間を単位として 30円

入場無料 大体育室 3，000 円
円 円 円 円 同

4，000 5，000 7，000 9，000 12，000 

の場合 小体育室 1，000 1，000 1，500 2，000 2，500 3，500 

入場有料 大体育室 6，000 8，000 10，000 14，000 18，000 24，000 

の場合 小体育室 2，000 2，000 3，000 4，000 5，000 7，000 

a催憧周のにそしすt き
入場無料 大体育室 12，000 16，000 20，000 28，000 36，000 48，000 

の場合 小体育室 4，000 4，000 6，000 8，000 10，000 14，000 

入場有料 大体育室 24，000 32，000 40，000 56，000 72，000 .96，000 

の場合 ベト体育室 8，000 8，000 12，000 16，000 20，000 28，000 

興行のため使用するとき 48，000 64，000 80，000 112，000 114，000 192，000 

総合体育館使用料

(1) 午ー前は午前9時-12時、午後は午後1時-5時、夜間は午後6時-9時。

(2) このほか器具等の使用料が別に設けられています。

一一 4 一一



体育の秘こすばらυミ贈りもの

f

司

づ

認
A
l

お
.
mm

u
u
h
一蹴

叩

・
固
Z
Y

連創

f
h

広

即

刻

式
日
成
一

件
落

523日本最強の男子バレーボールチームなどを招き、

4
司
小
体
育
室
の
器
具

こ
の
ほ
か
第
二
十
回
魚
津
l
入
善
間

駅
伝
競
走
大
会
も
記
念
行
事
と
し
て
行

な
わ
れ
ま
す
。

V
日
時

l
m
月
四
日
(
日
)

V

一
般

l
正
午
魚
津
市
役
所
前
出
発

V
中
学

l
午
後
1
時
入
善
町
役
場
前
出

発
V
申
し
込
み

l
m月
5
日
ま
で
市
教
委
へ

絞ら 4本~ii f)~ &l 

器具 足長

犬

体

育

室

ロビー

ん

Y噌，-、、，
ノ

買
す
{

日
比

昨

哲
『

v

.

努
爪
r

p

か
中
労

(
動

室

内

ゲ

l

ル
点
本
企
事
〉

山
体
育
室

市
内
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

V
日
時

l
m月
辺
日
側
午
後
1
時
か
ら

V
参
加
者

1
市
内
の
臼
歳
以
上
の
老
人

V
入
場
料

1
無
料

主
催
社
会
福
祉
協
議
会

共
催
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

F音。Z

5 一一

宝

祥要

械

d

司
小
体
育
室
の
器
具
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あ
た
た
か
い
対
話
で
育
て
る
明
る
い
社
会

福

祉

施

設

新
川
ヴ
ィ

I
ラ

職

員

募

集

社
会
福
祉
法
人
新
川
ヴ
ィ
ラ
で
は
、

次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

L
募
集
人
員
と
内
容

ω調
理

員

二

名

昭

和

日

年

4

月

1

日
以
降
に
生
ま
れ
た
女
子
で
、
交
替

の
で
き
る
者

ω寮
母

七

名

昭

和

日

年

4

月

1

日
以
降
に
生
ま
れ
た
女
子
で
、
健
康

・
明
朗
で
週

一
回
宿
直
の
で
き
る
者

ω事
務
員
一
名
昭
和
日
年
3
月
に

高
校
卒
業
予
定
の
女
子
で
事
務
能
力

の
あ
る
者

凶
看
護
婦
一
名
昭
和
日
年
4
月
l

日
以
降
に
生
ま
れ
た
女
子
で
、
看
護

婦
の
資
格
を
有
す
る
者

Z
申
し
込
み
方
法

ω申
し
込
み
〆
切
期
日

昭
和
印
年
日
月
日
日

ω申
し
込
み
先

魚
津
市
上
村
木
六
一
五
番
地

魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘
内

目
の
健
康
は

心
が
け
第

一
生
涯
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

目
は
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ー

近

視

に

な

る

素

質

5

%

|

i
近
視
に
な
り
や
す
い
素
質
羽
%
|

l
近
視
に
な
り
に
く
い
素
質
日
%
|

社
会
福
祉
法
人
新
川
ヴ
ィ

l
ラ

ω提
出
書
類

ω履
歴
書

一
通

制
作
文

『
我
が
家
』
四
百
字
づ
め
原

稿
用
紙

2
枚
以
内

1
選
考
と
採
用
通
知

ω選
考
昭
和
印
年
日
月
刊
日
日
午
前
9

時
初
分
よ
り
魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ

ー
百
楽
荘
内
で
行
な
い
ま
す
。

ω採
用
通
知

採
用
結
果
に
つ
い
て
は
日
月
叩
日

ま
で
に
郵
便
で
通
知
し
ま
す
。

ω採
用
期
日

昭
和
日
年
4
月
1
日
か
ら

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
百
楽
荘
宮

μ

|
3
2
4
1
番
へ
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

「
暮
ら
し
に
く
ふ
う
を
」
と

不
用
品
を
生
か
し
て
卸
売
会
開
催

資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
す
る

運
動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
連
合
婦
人
会
で
は
、
各
家
庭
に
眠
っ

て
い
る
資
源
を
発
掘
し
て
、
暮
ら
し
に

役
立
て
よ
う
と
不
用
品
再
利
用
の
即
売

る
車
中
で
の
読
書
は
目
の
敵
。

3
鉛
筆
は
何
を
使
っ
て
い
ま
す
か
。

B
か
H
B
を
使
う
。

4
何
を
食
べ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ビ
タ
ミ
ン

A
(
牛
乳
、
パ
タ
上
そ
の
他
)

臥
(
ご
ま
、
落
花
生
、
肉
)

恥
(
レ
バ

l
、
牛
乳
、
豆
)

5
髪
型
は
短
か
く
す
っ
き
り
し
て
い
ま

10月E日;から10月31固まで
郵便貯金月間です。

豊かなくらしと住みよい社会をつくるだめ郵便貯金を

しましよう。‘

-・・豚肉特売デー・.. 
市内の精肉組合では、毎月第3木曜日を豚肉(上肉を

除く。〉特売日と定め100gにつき標示価格より30円安くし

て消費者にサービスしております。

会
を
聞
き
ま
す
。

各
家
庭
に
ね
む
っ
て
い
る
衣
料
品
、

く
つ
、
カ
バ
ン
等
の
不
用
品
で
充
分
使

用
に
た
え
る
も
の
は
こ
の
主
旨
に
賛
同

し
て
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

不
用
品
を
出
し
て
い
た
だ
く
集
収
日

や
集
収
場
所
な
ど
の
く
わ
し
い
こ
と
は

地
区
婦
人
会
長
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
利
益
金
は
、
善
意
銀
行

に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

即
売
の
日
時
日
月
ロ
日
附

午
前
9
時
初
分
よ
り

魚
津
市
農
協
会
館

会
場

|くらしの物価| 500円引き上げた1庖、 300円引き上げた1庖があり 需要期

を迎えて高値をみせております。

また、 8月に値下がりをみせた砂糖も 30円から25円引

き上げたのが 3庖もあり、食用油、即席めんで値下げし

たところがあり、全体の価格は落付いております。

今回の調査では、対象品目のいずれの品物も豊富に出

回っており価格も 8月に引き続き安定しております。

LPガスで100円引き上げた1庖、灯油 (200.e配達)で

4

『左
の
表
中

O
印
は
毎
月
日
日
調
査
の
7
庖
の
平
均
価
格
で
す
。

ロcロz 目 メーカー ロEロ3 名 容量 49 年平 50年 50年
95月0年平均

50年9月における 499 年比月 ~ 5較90年月
9月均 7月平均 8月平均 最 低~最高

砂 糖 日 新 カ 、ソ プ 1 kg 234円 304円 276円 285円 265円- 305 同 122% 

し よ フ 油 キ ツ コマン キツコマン 2 R， 405 396 398 380- 420 
食 用 油 味 σ3 素 天プラ油 1，650 g 565 662 662 655 635- 695 116 

11 11 11 450 g 160 181 180 177 168- 185 111 
11 11 サラダ油 1，650 g 675 726 748 706 550- 810 105 
麦 粉 日 清 フラワー 1 kg 126 131 131 128 118- 135 102 

即席めん 明 星 明星 18 番 85g 45 41 41 40 35- 45 89 
11 日 清 出前一丁 100g 48 48 48 46 43- 49 96 

乾 ゲ〉 ん 11 雪.No.ち 1 -)どん 250g 54 53 53 49- 58 
み そ 雪日 本印海乳み業そ ゃんのこうじみそ 1 kg 236 226 226 224 198- 245 95 
ノ〈 タ 雪印北海道 225g 219 289 289 288 285- 290 132 
マーガリン 11 雪印ソフト 225g 171 199 194 195 168- 215 114 

11 味 σ3 素 マリーナソフト 225 g 171 199 192 191 165- 205 112 
グルタミン酸ソーダ 11 味 グ〉 素 120 g 174 214 215 212 198- 220 122 
食 酢 、、、 ツカン 、、、 ツカ ン 500mt 106 126 126 123 110- 135 116 
L P カ'ス 10kg 1，467 1，450 1，450 1，466 1，400-1，500 100 
灯 油 18 R， 庖頭 609 658 668 670 640- 690 110 

11 200 R， 配達 6，737 7，200 7，166 7，300 7，200-7，500 108 
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「
読
書
の
秋
」
の
こ
と
ば
の
通
り
、
日

々
の
生
活
の
中
で
読
書
に
親
し
む
時
聞

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
大

切
な
読
書
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

で
と
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

近
年
、
学
校
病
の
一
つ
と
し
て
常
に
問

題
に
さ
れ
て
い
る
の
が
、
増
加
の
途
を

た
ど
っ
て
い
る
近
視
で
す
。
市
内
の
あ

る
中
学
校
女
子
生
徒
は
、
原
因
が
後
天

的
な
も
の
だ
と
思
う
か
ら
ど
う
し
て
も

治
し
た
い
と
通
院
し
て
二
年
六
ヵ
月
、

眼
科
医
か
ら
も
う
あ
き
ら
め
た
ら
と
言

わ
れ
て
も
今
も
通
院
中
と
か
:
:
・

そ
の
生
徒
は
、
「
学
校
で
よ
く
注
意
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
私
だ
け
は
大
丈
夫

と
思
い
守
ら
な
か
っ
た
の
が
こ
の
結
果

で
す
口
と
、
:
:
・

く
や
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

幼
児
、
児
童
、
生
徒
の
い
る
家
庭
で
は
、

目
の
使
う
時
聞
が
多
い
こ
の
頃
次
の
こ

と
は
是
非
守
ら
せ
た
い
も
の
で
す
。

-
テ
レ
ビ
の
見
方
を
再
度
た
し
か
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

O
目
と
テ
レ
ビ
の
距
離
は
二

i
三
灯

(
テ
ー
プ
で
印
し
て
お
く
)

O
テ
レ
ビ
は
ね
こ
ろ
ん
で
み
な
い
。

0
画
面
は
自
の
高
き
と
同
じ
か
低
め
に
。

0
部
屋
に
あ
か
り
を
つ
け
て
明
る
く
し

て
見
る
。

0
時
間
は
初
分
か
ら
1
時
間
。

2
勉
強
、
読
書
の
時
は
ど
う
し
て
い
ま

す
か
。

O
机
に
向
っ
て
正
し
い
姿
勢
で
。

O
目
と
本
の
距
離
は
三
十
句
灯
。

O
直
射
日
光
の
あ
た
る
と
こ
ろ
、
ゆ
れ

「
今
月
の
納
税
」

す
か
。

以
上
は
本
人
の
心
構
え
は
も
ち
ろ
ん
、
ま

わ
り
の
家
族
の
注
意
で
い
く
ら
も
予
防

す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。

読
書
の
秋
、
叩
月
叩
日
は
目
の
愛
護
デ

ー
で
も
あ
り
、
こ
の
機
会
に
自
の
健
康

に
つ
い
て
再
認
識
す
る
こ
と
も
大
切
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
赤
い
羽
根
」
で
み
な
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
い
る
共
同
募
金
運
動
が
、
こ
と
し

も
叩
月
1
日
か
ら
始
ま
り
、
ロ
月
の
歳

末
助
け
合
い
運
動
と
合
わ
せ
て
、
暮
れ

の
幻
日
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
明
る
い
住
み
よ
い
町
づ

く
り
と
、
不
幸
な
人
た
ち
の
た
め
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
社
会
全

体
が
共
同
し
て
行
う
募
金
活
動
で
す
。

み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ
っ
て
大
き
な

成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

昨
年
度
の
実
績

昨
年
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
百
七
四
万

四
百
六

O
円
の
寄
付
金
が
あ
り
、
目
標

幸せを守るために
スパヤく
あなたの110番

-どんな小さな被害でも、ためらわず !

すぐ110番をおかげください。 I

額
の
一
一
三
・
三
%
と
い
う
好
成
積
を

お
さ
め
ま
し
た
。

必
Y

ふ
Y
め
Y
A
州

Y

ふ
Y
め可、

ろ
く
ろ
師

浜
田
正
二
さ

4
『
仕
事
場
で
熟
練
の
妙
技
を
見
せ
る

浜
田
さ
ん

市
¥
県
民
税
第
3
期
八
刀
納
期
限
は
叩
月
引
巳
で
す
。

そ
の
配
分
先

寄
付
金
は
全
額
、
県
の
共
同
募
金
会

に
お
さ
め
ら
れ
、
閉
会
か
ら
改
め
て
市

内
の
民
間
施
設
、
団
体
に
配
分
さ
れ
ま

す
。
昨
年
の
魚
津
市
の
配
分
先
は
:
:
:

私
立
保
育
園
の
屋
根
修
理
及
ぴ
内
部
塗

装
に
二
五
万
円
、
ち
ぴ
っ
こ
広
場
の
す

べ
り
台
購
入
費
に
一
五
万
円
、
市
身
体

障
害
者
協
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

母
子
福
祉
会
等
め
ぐ
ま
れ
な
い
社
会
福

祉
関
係
の
日
団
体
へ
五
二
万
八
千
四
百

八
七
円
配
分
さ
れ
、
社
会
福
祉
の
向
上

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
目
標
額

魚
津
市
の
今
年
の
目
標
額
は
、
百
四

九
万
三
千
円
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

110番のかけかた
砂まず事件や事故の内容を…
く例〉 ドロポウです。

惨おきている場所と近くの目標を…・.

く例〉 中央1丁目、小学校の北側です。

惨なにがおきているかを……

く例〉 今、隣の家にあき巣がいるよ

うです。

砂そのほかのことは、警察官が順をお

ってお尋ねします……

魚
津
市
金
浦
町
五
の
五
に
住
ん
で
お

ら
れ
る
浜
田
正
こ
さ
ん
は
、
旬
歳
の
こ

ろ
か
ら
ろ
く
ろ
を
習
い
覚
え
ら
れ
、
以

来
五
十
年
こ
の
途
一
し
ず
に
励
ん
で
こ

ら
れ
だ
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
り
ま
す
。

魚
津
市
に
お
け
る
木
地
師
の
歴
史
は

古
く
、
そ
の
よ
き
伝
統
を
舎
に
伝
え
る

浜
田
さ
ん
は
、
お
わ
ん
の
木
地
ゃ
あ
盆
、

茶
器
な
ど
高
級
な
も
の
を
作
り
、
現
在

は
美
術
白
と
し
て
の
床
か
ざ
り
用
打
ち

出
の
小
槌
や
、
つ
ぼ
、
な
つ
め
な
ど
の

秀
昂
も
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

市
内
で
は
、
山
間
地
に
あ
る
コ
ケ
シ

用
の
良
材
ガ
無
残
に
切
り
措
て
ら
れ
て

お
り
、
後
継
者
づ
く
り
と
こ
れ
ら
の
活

用
開
発
に
意
欲
を
燃
や
し
て
お
ら
れ
ま

す。

一一 7 一一
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第2回魚津市壮年海外派遣生

ヨーロッパの旅

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
全
体
を
振
り
返

っ
て
見
ま
す
と
、
我
々
と
全
く
違
っ
た

文
明
文
化
に
触
れ
て
来
た
思
い
で
す
。

ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
実
用
主
義
、

合
理
主
義
を
至
上
の
も
の
と
し
て
、
少

し
で
も
無
駄
を
省
い
た
建
築
、
大
量
生

産
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
調
度
品
を
、
疑

う
事
も
な
く
最
良
の
も
の
と
信
じ
て
い

た
我
々
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
理

想
主
義
、
非
合
理
主
義
、
豊
か
な
着
想

を
最
高
に
発
展
き
せ
、
そ
の
表
現
に
金

も
暇
も
惜
し
ま
な
い
古
代
か
ら
の
重
厚

な
伝
統
を
守
る
人
々
と
の
、
全
く
違
う

考
え
方
の
あ
る
こ
と
を
つ
く
づ
く
と
見

せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

又
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
な
ん
と
な
く
静

か
な
落
ち
着
き
は
何
だ
ろ
う
と
私
な
り

に
考
え
て
見
ま
し
た
。

ま
づ
日
本
の
都
市
の
郊
外
に
出
て
見

る
と
、
新
興
住
宅
街
が
雑
然
と
広
が
り

宅
地
開
発
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
鳴
り
響

い
て
お
り
ま
す
。

男
と
生
れ
な
ば
生
涯
に
必
ず
、
一
軒

以
上
の
家
と
庭
、
つ
ま
り
家
庭
を
造
る

こ
と
を
目
標
に
市
民
の
営
々
と
し
た
働
き

田

が
続
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
点
私
の
見
聞
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
都
市
の
郊
外
に
は
、
高
層
ア
パ
ー
ト

の
建
設
は
多
少
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
個

人
住
宅
の
建
築
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、

宅
地
開
発
の
姿
は
全
然
見
当
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

彼
ら
は
、
家
族
数
と
収
入
に
応
じ
て
、

ア
パ
ー
ト
や
借
家
に
移
り
住
ん
で
、
先

祖
代
々
の
重
厚
な
家
具
調
度
を
持
ち
何

百
年
前
か
の
建
築
に
納
ま
り
返
っ
て
居

る
の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
人
の
よ
う
に
郊
外
を
乱
開
発
し

て
家
を
建
て
な
く
と
も
よ
い
の
で
あ
る
、

ま
し
て
や
自
分
の
庭
を
持
た
な
く
て
も

立
派
な
公
園
が
沢
山
あ
っ
て
充
分
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

道
理
で
パ
リ

l
も
ロ
ン
ド
ン
も
人
口

の
割
に
余
り
広
い
と
思
わ
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
、
っ
。

単
純
計
算
す
る
と
1

家
と
庭
を
持
つ

日
本
人
は
高
層
ア
穴
十
ト
に
住
む
彼
等

の
五
・
六
倍
の
宅
地
を
専
有
し
て
い
る

こ
と
に
な
右
。

マ

も
う
一
つ
J

私
は
こ
の
旅
行
を
建
築
と

公
園
、
広
場
に
絞
っ
て
回
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
か
ね
て
か
ら
い
た
る
と
こ
ろ

に
広
場
と
彫
刻
の
あ
る
、
情
操
豊
か
な

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
強
い
関
心
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
旅
行
で
、
私
は
、
何
百
を
数
え

る
沢
山
の
公
園
と
広
場
を
見
て
参
り
ま

し
た
。
結
論
と
し
て
、
如
何
に
立
派
な

記
念
碑
を
置
い
て
も
水
の
無
い
所
に
人

は
集
ま
ら
な
い
、
水
は
如
何
に
人
の
心

千

を
慰
め
る
も
の
か
、
小
さ
い
池
、
噴
水
、

そ
し
て
河
の
畔
は
最
高
の
憩
の
場
所
で

あ
る
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
ま
し

た。

以
上
、
群
盲
象
を
見
る
、
例
え
が
あ

り
ま
す
が
寸
大
ま
か
な
私
見
を
抱
い
て

帰
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
永
年
の
夢

で
あ
り
ま
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
見
学
の
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

¥
第
二
回
魚
津
市
壮
年
海
外
派
遣
生
J

F

ヨ
ー
ロ

ッパ

視
察
報
告
よ
り
抜
粋
」

ふ
る
さ
と
帰
り
招
待
会
か
ら

今
年
は
関
西
魚
津
会
の
方
三
十
五
名

が
参
加
さ
れ
、

8
月
8
日
は
魚
津
ま
つ

り
を
観
賞
さ
れ
、

9
日
は
パ
ス
で
市
の

施
設
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

正
午
か
ら
は
座
談
会
が
持
た
れ
異
郷

か
ら
見
た
魚
津
市
の
印
象
や
市
の
発
展

策
な
ど
の
ご
意
見
を
持
聴
し
て
散
会
し

ま
し
た
。

H
さ
ん
の
ご
意
見

私
は
堺
市
へ
視
学
と
し
て
赴
任
し
て
、

初
年
間
堺
市
長
を
し
て
お
ら
れ
た
方
に

小
僧
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
、
大
変

仕
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
て
最
後
の

7
年
半
の
聞
は
助

役
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

魚
津
へ
は
印
年
ぶ
り
に
帰
郷
し
た
の
で

あ
り
ま
-す。

魚
津
市
を
他
郷
か
ら
見
て
い
ま
す
と
、

「
ほ
た
る
い
か
」
等
は
他
市
へ
持
っ
て
い

か
れ
た
よ
う
な
観
が
あ
り
ま
す
が
、
今

日
の
市
長
き
ん
の
ご
説
明
を
聞
き
ま
す

と
、
着
実
に
市
勢
が
伸
び
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
市
街
地
の
都
市
計
画
を
見
ま
す

と
日
々
発
展
し
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。

魚
津
市
の
宣
伝
等
に
つ
い
て
は
、
魚

津
ま
つ
り
を
映
画
に
撮
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
黒
四
ダ
ム
な
ど
は
、
長
野
県
側
か

ら
し
か
行
け
な
い
と
一
般
の
人
が
思
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
富
山
県
側
か
ら
も
行

け
る
よ
う
に
な

っ
て

い
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
方
法
を
考
え
た
り
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

山
岳
と
狭
谷
と
海
岸
を
結
ぶ
線
で
観

光
や
発
展
策
を
考
え
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
故
郷
は
い
つ
も
美

し
く
あ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
お
刀
ま
す
。

招
待
会
に
招
か
れ
心
か
ら
お
礼
の
言
，葉

を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

紙
面
の
都
合
上
以
下
は
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

4

司
な
ご
や
か
に
座
談
会

小
さ
な
天
使

福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘
は
、
開
所
以

来
連
日
お
と
づ
れ
る
お
年
寄
り
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。
敬
老
福
祉
週
間
に
ち

な
ん
で
、

9
月
日
日
か
ら
3
日
間
保
育

所
の
小
さ
な
天
使
達
が
遊
戯
を
し
て
集

ま
っ
て
来
ら
れ
た
老
人
達
を
慰
問
し
て

い
ま
し
た
。

d

司
百
楽
荘
で
の
か
わ
い
い
芙
使

一- 8 一一

盲
人
に
時
計
を
贈
る

市
で
は
8
月
お
日
に
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
軽
運
動
室
で
、

2
級
障
害
者
盲
人

二
十
五
人
に
、
手
で
読
め
る
盲
人
用
腕

時
計
を
贈
り
ま
し
た
。
昨
年
は

1
級
障

害
者
五
十
名
の
方
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

‘
時
計
は
手
で
見
る

の
で
す
よ



長
寿
お
め
で
と
う

今
年
叩
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
市
内

で
十
八
人、

∞
∞
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ

た
方
は
加
入
で
あ
り
ま
す
。

米
寿
の
方
に
は
県
知
事
か
ら
銀
盃
が

贈
ら
れ
、
卯
歳
の
方
々
に
は
市
か
ら
座

布
団
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
9
月
日
日
と

日
日

に
清
河
市
長
と
谷
川
社
会
福
祉
協

議
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
老
人
宅
を
訪
問

さ
れ
、

「
長
い
き
し
て
く
だ
さ
い

」
と

お
祝
い
と
励
げ
ま
し
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
、
自
ら
の
手
で
贈
り
物
を
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

一
日
を
楽
し
く

9
月
ロ

日
に
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

所
し
て
お
ら
れ
る
方
を
招
待
し
て
、

一

日
を
楽
し
く
過
し
て
も
ら
う
た
め
の

一

泊
招
待
会
が
風
光
明
美
な
坪
野
鉱
泉
で

持
た
れ
ま
し
た
。

4
司
家
庭
の
味
で
く
つ
ろ
が
れ
る
皆
さ
ん

広報うおづ
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4

司
清
河
市
長
か
ら
座
ぶ
と
ん
を
贈
ら
れ
て

お
よ
ろ
こ
び
の
坂
本
羊
作
さ
ん
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一
人
暮
ら
し
を
励
ま
し
て

ま
た
、
9
月
げ
日
に
は
、
市
内
の
一

人
暮
し
老
人
幻
名
が
、
宇
奈
月
町
の
新

川
荘
へ

一
泊
招
待
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
一

人
暮
ら
し
の
さ
み
し
さ
を
慰
労
し
励
ま

す
会
と
あ
っ
て
、
清
河
市
長
は
じ
め
谷

川
社
協
会
長
や
市
職
員
と
な
ご
や
か
な

歓
談
が
持
た
れ
、
一
泊
で
は
あ
っ
た
が

大
変
く
つ
ろ
が
れ
な
ご
や
か
に
過
さ
れ

ま
し
た
。

4
『
い
つ
も
欲
し
い
な
ご
や
か
私
歓
談

比
自
で
考
え
よ
う
老
後
の
福
祉
を

農
繁
期
の
踏
切
事
故

防
止
に
協
力
を
・
:
国
鉄
よ
り

本
格
的
な
秋
の
農
繁
期
を
迎
え
ま
し

た
。
特
に
こ
の
時
期
は
、
例
年
耕
運
機

等
の
農
業
用
機
械
に
よ
る
踏
切
事
故
が

多
発
し
ま
す
。

農
繁
期
の
農
業
用
機
械
に
よ
る
踏
切

事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
に

注
意
し
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

1
踏
切
通
行
の
注
意

ω
耕
運
機
等
は
、
走
行
速
度
が
遅
く
、

踏
切
通
過
が
速
か
に
で
き
ず
、
事
故

発
生
率
が
高
い
こ
と
を
念
頭
に
お
い

て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
踏
切
通
行
に
は
、

し
ゃ
断
機
、
警
報
機
が
設
置
さ
れ
て

い
る
踏
切
を
利
用
し
て
通
り
ま
し
ょ

、「ノ
。
ω
し
ゃ
断
機
、
警
報
機
の
設
置
が
な

い
踏
切
を
通
過
す
る
場
合
に
は
、
安

全
を
十
分
確
認
の
う
え
通
行
し
ま
し

ト品、「ノ。

ω
積
荷
の
緊
縛
状
態
を
確
認
し
て
、

荷
く
ず
れ
に
よ
る
事
故
の
防
止
を
は

か
り
ま
し
ょ
う
。

2
耕
運
機
等
の
使
用
の
前
後
に
は

ω
エ
ン
ス
ト
等
に
よ
る
事
故
防
止
の

た
め
点
検
整
備
を
十
分
に
し
、
発
煙

筒
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

耕
運
機
等
の
踏
切
上
で
の
エ
ン
ス
ト

に
よ
り
事
故
と
な
っ
た
も
の
が
、
過

去
3
年
間
に
二
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

3
踏
切
上
で
耕
運
機
等
が
運
転
不
能
と

な
っ
た
と
き

ω
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
の
設
置
し
て
あ

る
所
で
は
、
非
常
ボ
タ
ン
を
押
し

て
、
列
車
停
止
手
配
を
と
っ
て
い
た

だ
く
。

ω
発
煙
筒
を
点
火
し
、
(
な
い
と
き
は

赤
色
旗
又
は
布
)
列
車
に
向
っ
て
左

右
に
大
き
く
振
り
、
危
険
を
知
ら
せ

て
い
た
だ
く
。

非
常
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
て
か
ら
列
車

が
止
ま
る
ま
で
に
は
、
約
五
百
灯
も

走
り
ま
す
。
列
車
の
安
全
と
人
命
を

守
る
た
め
に
、
踏
切
送
行
に
は
特
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

d

司
市
役
所
前
で
事
故
防
止
訓
練

* * 合 唱骨 合 合 合 合 合 合 会 合 合 * 会 食 合 脅 会 合 合 *

..，--、一合 五ル 11 親マ裕 11 11 マ町本 11 円十ママ

ぷおは持507A8¥:京支持Z23首若手産主Eよ百五言蕃
種。地果、の流始年 ン 1 ~-:_w 1合 "葡ぷ飛一五四松川四弘西二江"円円 豆
し保区がこた行ま度 \'~_ J.* 青都世間百千 倉二百 ±丁三上 11 11 思
手E2す227;51で@ノ: 十号室77号五手2忌日間ごの
。ふZZ百25てZ511-p i魚芝生き毒52=27E22aiE竺寄ミ
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[相談案内
こまつだときには、ご利用くだ
さい。
相談料はいりません。

市民相談.

従
業
員
の
確
保
に

国
の
退
職
金
制
度

の
活
用
を
・
..... 

あ
の
み
ち

そ
の
み
ち

日曜日を除き毎日
午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所市民相談室

行政相談

包月第1.第3木曜日
午後?時-----4時
市役所市民相談室

交通事故相談(巡回)

10月マ目白J<) ・ 10月 15日的~
11月5目的。

午前10時~午後3時
県魚津総合庁舌内
魚津地方県民相談室

権相談

(
免
税
の
特
典
)

毎
月
の
掛
金
は
、
全
額
免
税
扱
い
の

特
典
が
あ
り
、
、
企
業
経
理
の
負
担
は
軽

く
て
済
み
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ

と
は
、
富
山
県
労
政
課
(
電
話
0
7
6

4

1
幻

1
4
1
1
1
内
線

5
2
1
番
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
月
は
、
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
加
入
促
進
強
化
月
間
」
で
す
。
こ

の
期
陶
中
は
一
全
国
的
に
未
加
入
企
業

へ
の
加
入
促
進
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
も
、
国

の
援
助
で
大
企
業
な
み
の
魅
力
あ
る
退

職
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
趣

旨
で
作
ら
れ
、
国
か
ら
補
助
金
が
出
て

い
る
唯
一
の
退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、
月
づ

き
わ
ず
か
な
掛
金
で
将
来
多
額
の
退
職

金
が
支
給
で
き
る
う
え
、
安
全
、
確
実

に
運
営
さ
れ
て
安
心
で
す
。

ま
た
、
従
業
員
も
有
利
な
退
職
金
が

確
実
に
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
で
き
る

の
で
、
安
心
し
て
仕
事
に
打
ち
込
め
、

定
着
率
が
よ
く
な
り
ま
す
。

こ
う
さ
て
ん

日曜日を除き包日
午前9時から~午後48寺まで
土曜日以正午まで
富山地方法務胃魚津支局

人

税の相談

包月5日 ・15日・ 25日
午前9時~午後4時
魚津税務署
相談日ガ日曜日に当った場合は翌日

活
か
そ
う
経
験
、
の
ば
そ
う
定
年

中
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間

ー

l
m月
1
日

i
m月
別
日
|

|

送
る
」
就
職
の
促
進
を
図
り
、
ま
た
、

「
能
力
を
職
場
に
活
か
す
」
雇
い
入
れ

を
援
助
す
る
た
め
の
、
い
ろ
い
ろ
の
制

度
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
せ

い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

魚
津
公
共
職
業
安
定
所

T
E
L
凶
0
3
6
5

心配ごと相談 ・

月曜日を除く毎日
午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

内職相談

毎週、月・水・金
午前9時30分~午後3時
市役所市民相談室

。
最
近
の
景
気
の
停
滞
、
不
況
の
長
期

化
の
な
か
に
あ
っ
て
、
中
高
年
令
者
の

雇
用
は
一
段
と
き
び
し
い
状
況
下
に
あ

り
ま
す
が
、
労
働
力
人
口
の
高
齢
化
の

進
展
で
、
中
高
年
齢
者
の
雇
用
促
進
対

策
は
益
々
そ
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お

り
一
層
強
力
な
運
動
を
展
開
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
‘

。
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
中
高
年
齢

者
の
「
生
き
が
い
の
あ
る
職
業
生
活
を

品
H
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一

合

一

合
同
相
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所
を

二

…
聞
き
ま
す

二一*

一

日
月
ロ
日
か
ら
日
月
同
日
ま
で
は
、
一
合

一
行
政
管
理
庁
が
全
国
一
斉
に
行
な
う

一
け

一
行
政
相
談
週
間
で
す
。
魚
津
市
に
お

一
け

一
い
て
は
、
こ
の
週
間
に
ち
な
ん
で
次

一
け

一
の
と
お
り
、
心
配
ご
と
相
談
、
市
民
一

*

一

台

一
相
談
、
行
政
相
談
の
合
同
相
談
所
を
一

*

一
開
設
い
た
し
ま
す
。
家
庭
の
心
配
ご

一
日

一
と
、
ま
た
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
苦
一
日

…
情
の
あ
る
方
や
、
お
困
り
の
方
は
気

一
日

…
軽
に
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一
川

一
と
き
叩
月
日
日
(
木
)

一
会

一

午
前
9
時
か
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午
後
4
時
…
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一

ま
で

合

一
と
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所
第
1
会
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一
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階

東

側

)

一

け

一
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O
魚
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会
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会
一
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マ
接
種
料
金

6
歳
未
満
一
回
に
つ
き
河
円

日
歳
未
満
一
回
に
つ
き
川
円

日
歳
以
上
一
回
に
つ
き
附
円

大坪 松白
上聖方?片貝 堕極 校下

町野 倉倉

1月111月1 1月111月1 1月111月0 I月o一m 
12111 11110 4 130 

2日9星有n日日 日日 日日

1 月111月1 1月111月1 1 月111月1 1月1第

19118 18117 111 6 
日5露鞄R日日 日目 日目

町小大 坪野分校

松白

上号小 片貝l]、 函Ft 倉念

小小

マ
受
付
時
間

1
各
百
共
午
後
1
時
1

2
時
。

マ
問
診
票

l
当
日
会
場
で
保
護
者
(

大
人
の
場
合
は
本
人
)
が
記
入
押
印

し
て
く
だ
さ
い
。
印
が
押
し
て
な
い

場
合
は
接
種
し
ま
せ
ん
か
ら
特
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

一一 10一一

V
下
半
期
生
ワ
ク
宗
リ
オ
)
投
与

マ
該
当
者

初
回
目

l
昭
和
田
年
2
月
1
日
i
昭

和
印
年
6
月
初
日
生

2
回
目

1
昭
和
的
年
7
月
1
日
1
昭

和
印
年
1
月
白
日
生

そ
の
他

l
昭
和
的
年
2
月
1
日
1
昭

和
的
年
6
月
初
日
生
れ
で
今
ま
で
に

2
回
飲
ん
で
い
な
い
者
。

マ
受
付
時
間

1
各
日
共
午
後
1
時
l

2
時
。

マ
場
所

l
市
民
会
館

1月011月0 
21月0321月0 2 計日 実施

28124 
日目 日日 日日

総ざら 吉島 村木 大町

い 寺幸方島
下道 神天

経団

松倉



8
月
か
ら
法
律
に
も
と
づ
い
た

「
自

動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
富
山
支
所
」

が
富
山
市
機
町
地
鉄
ビ
ル
内
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
は

特
殊
法
人
で
、
次
の
こ
と
を
行

っ
て
い

ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
運
行
管
理
者
に
対
す
る
指
導
と
講
習

2
運
転
者
の
適
性
診
断

各
種
の
診
断
機
器
に
よ
っ
て
、
心
理

海
上
保
安
戦
学
械
学
生
募
集

受
付
期
間

広報うおづ
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昭
和
印
年
叩
月

8
日
か

ら
叩
月
お
日
ま
で

大

学

校

学

生

約

印

名

学

校

学

生

約

別

名

受

験

資

格

昭

和

幻

年

4
月
2
日

(

大
学
校
学
生
は
昭
和
初
年
4
月
2

日
)
以
降
生
れ
の
男
子
で

。
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は

昭
和
日
年

3
月
卒
業
見
込
の
者

。
高
等
専
門
学
校
の
第

3
学
年
を

採
用
予
定
数

修
了
し
た
者
又
は
昭
和
日
年
3
月

修
了
見
込
の
者

。
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し

た
者
の
ど
れ
か
一
つ
に
該
当
す
る

者
そ
の
他
受
験
手
続
な
ど
の
く
わ

し
い
こ
と
は
、
伏
木
海
上
保
安
部

(
高
岡
市
伏
木
錦
町
九
の
日

)
に

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

「サアーJ今日も笠 F主主で H

学
と
医
学
の
両
面
か
ら
運
転
者
の
特

性
を
把
握
し
て
、
安
全
運
転
に
必
要

な
注
意
と
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

(診
断
に
つ
い
て
は
、
診
断
手
数
料

が
必
要
で
す
。)

3
交
通
事
故
被
害
者
へ
の
生
活
資
金
の

貸
付交
通
遺
児
等
に
生
活
資
金
の
貸
し

付
け
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
貸
し
付

け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
自
動

車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
富
山
支
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
市
役
所
生

活
環
境
課
で
も
簡
単
な
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

富
山
市
機
町

一

li-
-三
六
地
鉄
ビ
ル

内

自

動

車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
富
山

支

所

電

話

0
7
6
4
1
お
|
1

6
3

1
番

V
種
と
う
(
第
2
・3
期
)
予
防

接
種
目
程

17 17 16 16 7 7 6 6 I 3 3 2 2 I I I 

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

時半2時半』午後l 時半11時半』午前9 時時31午11 量時半11時半1午前9 時半3時半l午世l 時半11時半1午前9 時3時半l午強l 時1半1時半3午前9 時半3時半1午後1 時l半l時半1午前9 時半3時半i午世l 時半11時半1午前9 時半3時半l午後l 時半11時半1午前9 

民館会持究寺
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あ
な
た
と
図
書
館
側

図
書
館
の
歴
史
②

紀
完
前
の
図
書
館
は
、
一
国
の
統
治

者
の
手
に
よ
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
中
で
も
ロ
ー
マ
に
は
公

共
図
書
館
が
あ
り
、
読
書
の
で
き
る
市

民
は
、
無
料
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
中
世
を
通
じ
て
ベ
ネ
チ
ア
や

フ
ィ
レ
シ
ツ
ェ
に
生
き
な
が
ら
、
え
て
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
勃
興
に
貢
献
し
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
図

書
館
の
歴
史
は
、
必
ず
し
も
平
担
で
は

な
く
、
一
一
件
な
ら
ず
時
の
権
力
に
よ
っ

て
焚
書
d
J憂
色
目
に
会
い
ま

L
た。

そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
ロ
ー
マ
時

代
の
特
殊
な
例
を
の
ぞ
け
ば
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
王
候
貴
族
の
私
物
4

と
し
て
、

ま
た
、
僧
院
内
、
大
学
内
に
設
け
ら
れ

た
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
図
書
館

一
七
世
紀
に
は
、
一
部
の
中
産
階
級

が
図
書
を
収
集
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
一
八
世
紀
に
な
る
と
、
い
ま
ま

さ
れ
ま
し
た
が
、
逐
次
こ
れ
に
な
ら
う

所
が
で
き
て
、
会
員
の
図
書
館
か
ら
市

の
図
書
館
、
市
民
の
図
書
館
へ
と
徐
々

に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

(
図
書
館
の
話
よ
り
)

-
読
み
た
い
本
は
電
話
で

予
約
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
が
い
ま
知
り
た
い
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
し
て
く
だ

会」い
。
新
し
い
，本
が
読
み
た
い
な
あ
左
思
っ

た
ら
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
し
て
く
だ
さ

av 

図
書
館
に
な
い
本
は
県
立
図
書
館
や

国
会
図
書
館
か
ら
借
り
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

図
書
館
を
く
ら
し
の
中
に

は
げ
し
く
変
化
す
る
社
会
で
、
わ
た

し
た
ち
は
、
生
き
が
い
を
求
め
て
、

生

活
す
る
こ
と
が
、
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
生
活
の
拠
点
に
図
書
館

は
な
り
た
い
の
で
す
。

，

5
月
か
ら
「
あ
な
た
と
図
書
館
」
を

テ
l
マ
に
続
け
て
き
ま
し
た
が
J

図
書

館
が
生
活
の
中
に
よ
り
密
着
す
る
た
め

に
、
過
去
の
図
書
館
の
歴
史
を
お
は
な

し
し
て
き
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
暮
し
の
な
か
で
、
な

に
か
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諜
題

に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、
図
書
館
は
そ
れ

を
解
決
す
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。

疲
れ
た
と
き
に
は
な
ぐ
さ
め
を
、
自

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

本
の
借
り
出
し
は
無
料
で
す
・
・
・
気
軽

に
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

魚
津
市
立
図
書
館
n
|
0
4
6
2

(
市
民
会
館
と
な
り
)

庭
に
や
さ
し
い

花
を
植
え
よ
う

今
年
の
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
M
ヶ

所
の
参
加
が
あ
り
審
査
結
果
つ
ぎ
の
と

お
り
入
賞
が
き
ま
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
上
野
方
小
学
校

優

秀

賞

村

木

小

学

校

教
育
セ
ン
タ
ー

魚
津
総
合
高
等
職
業
訓

練
校
経
団
保
育
園

西
布
施
保
育
園

占

H-
V
乳
児
検
診
日
程

脅

竹
田
川
H
問
附
門
げ

な

一O
/
3

8
一
午
前
8
時
ぬ
一

i

十

竹
い

M
同
い
出
L
い

?
一ω
/
9

附一昨…
M
l
時
1

一{わ

*
T
Il
-
-
ι
l
I
M
I
-
-
L
M佐

合

一
ω
/
幻
…附
一
件

M
l
時

1
f
h

*
ア
I
l
l
l十
I
N
l
i
-
-右
松

-

{

-

戸
人間
l

ん
M
』

'
s
b匁
J
n
u
-

会

一日/
7
ω

一村
川
引
制
3

一
8

肯

「

1
1
1
1
r
r
Lド
H
l「
l

M

V
幼
児
検
診
日
程

合

-R
マ
幼
児
検
診
対
象
者
l
昭
和
叫
年
4

占

H
d*
月
2
日
か
ら
昭
和
U
年
3
月
白
日
ま

県

民

大

学

校

移

動

れ

で

と

昭

和

Z
日
月
1
日
か
ら
昭
和

講

亙

乃

お

し

ら

せ

れ

2
8月
白
日
ま
で
の
聞
に
生
ま
れ

・111
1
J

{

、

冷

た

人
。
(
保
育
園
児

・
幼
稚
園
児
を
除

富
山
、
高
岡
を
会
場
と
し
て
聞
か
れ
付
く
J

た

「県
民
大
学
校
」
が
非
常
に
好
評
で
、
*
ー

マ
受
付
1
各
日
共
午
後
1
時
1
2
時

魚
津
で
も
是
非
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し

脅
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

会

一
該
当
地
区
一
実
施
日
一
実
施
場
所

た
の
で
、
次
の
要
領
で
「
県
民
大
学
校
*
司

1
叫

耳

引

引

証

割

引

針

会

T
1イ
l
l
11
T川
l
1
1
1十
1
J
I
l
-
-
1
l

移
動
講
座
」
を
聞
き
ま
す
。

合

{
ι
|
|
巾
』
川
1
川
川
一
ー
目
巾
ー
公
民
館

演
題

「
科
学
と
人
間
」
一
一
口
γ
|
休
↑
川
同
同
問
↑
同
防
同
M
H
μ

d

，一

本

江

一

叩
月
幻
自
一
本
江
公
民
館

講
師
東
大
生
産
技
術
研
究
所
長

公

で
汁
l
m
+
山
州
州
中
+
作
山
中
小
市
巾

*
一

大
町
一
日
月
却
日
一
魚
津
公
民
館

工
学
博
士
武
藤
義
一
先
生

合

「州
|
|
州
↓
川
引
制
引
↓
剖
削
利
則
制

日

時

叩

月
お
日
出
午
後
1
時
よ
り
け

1

1

1

1

1

1

1

1

-

-

-

レ

脅

V
股
関
節
脱
臼
検
診

会
場

魚
津
市
農
協
会
館
四
階
大
オ
l
j
合

主
催

富
山

県

教

育

委

員

会

*

戸

同

同

ト

ト

陥

ド

|

川

|

」

ゆ

同

合

寸
l
l
-
-斗
JJ1け
1
I
l
l
i
-
-十
J
1
J
T

一
0
3
J
3
一

受

付

は

一

魚

津

魚
津
市
教
育
委
員
会

*
一
K
月
9
日一
J

制
御
l

時
1
2
時
一
間
健
郎

会

寸
l
i
l
-
-
i
l
1
1
1
1
1
-
-
l
卜
寸
|
|
↓

入
場

無
料

脅
一

日
月
お
旦

H

一
H

講
師
は
世
界
的
に
も
有
名
な
方
で
す
合合

V
胃
検
診
日
程

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
*

来

聴

く

だ

さ

い

。

オ

一
月
日
一
会
場
一
申
込
〆
切
日

七

戸川
川
け
川
ト
凶
川
崎
川
時
限
↑
は
川
同
同

け
受
付
時
間
1
午
前
9
時
1
m
時

け
料
金

1
三
百
円

合

申
し
込
み
1
市
役
所
生
活
環
境
課

い

@
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、

“
お
茶
、
た
ば
こ
な
ど
一
切
召
し
上
が

合

ら
な
い
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

-R 

秋
の
特
別
休
館

f
~

，、

お
し
ら
一也

図
書
館
で
は
本
の
整
理
の
た
め
一次

の
と
お
り
.休
館
い
た
し
ま
す
。
-

m月
6
日
側

i
m月
日
日
制
v
.

秋
の
読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

川
月
幻
日
i
H
月

9
固
ま
で
。

秋
を
彩
る
市
美
術
展

作
品
を
募
集

か

n喧EE容かR 兎
E円1たIで2二か月閉巴凡

台、 宮古

月 月 象
児 児

11 11 11 P需Fi魚;;1~所持
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で
と
は
全
く
ち
が
っ
た
、
新
し
い
タ
イ

プ
の
図
書
館
が
出
現
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
独
立
に
大
き
な

貢
献
を
し
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
、
フ
ラ
ン

ク
リ
ン
は
、
公
共
図
書
館
の
始
祖
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

彼
は
、

一
七
二
七
年
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
で
「
ジ
ャ
ン
ト

l
」
と
い
う
ク

ラ
ブ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン

ト

l
・
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
め

い
め
い
多
少
の
蔵
書
を
持
っ
て
い
た
の

で
、
そ
れ
を
持
ち
寄
っ
て
み
ん
な
で
調

べ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
、
家
で

読
み
た
い
本
は
自
由
に
借
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
と
、
共
同
図
書
館
が

始
め
ら
れ
ま
し
た。

そ
の
共
同
図
書
館
は
一
年
後
に
解
散

魚族紹介発光動物(14)

ツノナシオキアミ

信
を
な
く
し
た
と
き
は
そ
の
回
復
を
、

方
角
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
そ
れ

を
ど
う
し
て
み
つ
け
る
か
を
:
:
:
わ
た

し
た
ち
は
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

、つ
。わ

た
し
た
ち
が
生
き
る
た
め
に
必
要

な
情
報
が
集
め
ら
れ
、
整
理
さ
れ
、
積

み
重
ね
ら
れ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で

引
き
出
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
や
本
を
所
有
す
る
時
代
は
過
ぎ

借
り
る
時
代
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

あ
る
人
が
家
を
新
築
し
た
と
き
、
ア

メ
リ
カ
人
の
建
築
家
は
、
「
本
は
図
書
館

で
読
む
も
の
だ
」
と
い
っ
て
本
棚
を
作

っ
て
く
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
っ
と
も
上
手
に
図
書
館
を
利
用
す

る
た
め
に
図
書
館
員
は
、
お
手
伝
い
す

富
山
湾
に
春
の
香
を
の
せ
る
さ

ざ
波
が
、
岸
辺
を
あ
ら
う
穏
や
か

な
夜
の
海
に
キ
ラ
キ
ラ
と
発
光
す

る
塊
を
み
る
こ
と
が
あ
る
。
日
中

み
る
と
、
海
面
を
ピ
ン
ク
色
に
彩

る
ほ
ど
濃
密
な
ツ
ノ
ナ
シ
オ
キ
ア

ミ
の
群
で
あ
る
。

こ
の
種
類
は
日

本
海
に
多
い
寒
海
種
で
、
春
の
短

期
間
だ
け
群
遊
浮
上
し
て
く
る
も

の
で
あ
る
。
全
長
二
五
ミ
リ
の
小
さ

い
体
の
眼
柄
、
胸
脚
、
腹
節
の
基

部
に
小
さ
な
赤
色
点
状
の
発
光
器

が
あ
る
。
発
光
た
ん
白
質
と
け
い

光
物
質
と
の
反
応
に
よ

っ
て
発
光

す
る
特
異
な
も
の
で
す
。

魚
津
水
旗
館

芸
術
の
秋
を
か
ざ
る
第
日
回
市
美
術

展
覧
会
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
あ
な
た
も
美
術
の
振
興
の
た
め
に

振
る
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

O
期
日

日
月
1
日
1
日
月

3
日

O
会
場

市

民

会

館

(一

般

中

学

生

)

市
立
図
書
館
(小
学
生
)

O
出

品

資

格

者

市

内
在
住

の
方
と
市

内
に
勤
務
し
て
い
る
方
な
ら
び
に
市
出

身
の
方

O
部
門
一
般
の
部

第
一
部
絵
画
(
日
本
画
、
洋
画
、
版

画
)

第

二

部

書

第

三

部

彫

刻

・
工
芸

第

四

部

写

真

第

五

部

華

道

教
育
の
部

(
小
・中
学
生
)

(
図
画

・
書

・
工
作
)

V
規
格
①
日
本
画

・
洋
画
は
額
を
含
め

て
縦

・
横
と
も
に

2
灯
以
内
。
②
書

は
頒
ま
た
は
枠
張
り
で
縦
横
と
も
に

1
灯
以
内
。

③
写
真
は
四

ッ
切
以
上
、
カ
ラ
ー
は

プ
リ
ン

ト
六
ッ
切
以
上

出
品
作
品
は
未
発
表
の
も
の
と
し
出

品
点
数
は

一
人
2
点
以
内
と
す
る
o

v出
品
申
し
込
み
、
所
定
の
申
込
書
で

叩
月
お
日

(木
)
ま
で
市
教
育
委
員
会

へ
申
し
込
む
こ
と
。

V
搬

入

出

品

作

品

は

叩
月
白
日
午
前

中
に
市
民
会
館

・
図
書
館
へ
搬
入
す

ヲ
②
干
}
シ
」
。

V
賞

市

展

大

賞

・
市
展
賞

・
奨
励
賞

そ
の
他
参
加
賞

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
電
話
内
線
2
2
5
番

‘
昨
年
の
市
展
か
ら

会
期
日
月

1
日
j
3
日

香
り
高
い
あ
な
た
の
作
田
を
グ

歴
史
民
俗
資
料
館
で

長
C

易
、
，
九

島
崎
其
郁
翁
の

南

画

展

こ
の
程
、
歴
史
民
俗
資
料
館
に
郷
土

の
偉
大
な
作
家
、
島
崎
其
郎
翁
の
南
画

を
は
じ
め
茶
器
等
が
数
多
く
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

特
に
其
郎

一
世

一
代
の
傑
作
「
館
山

楼
閣
」
を
は
じ
め

「
松
下
煎
茶
」
の
図

等
芸
術
的
か
お
り
の
極
め
て
高
い
も
の

が
ず
ら
り
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

占

H
V
母
親
学
級

合

M
m月
口
白
幽
午
前
9
時
初
分

1
午
後

合

3
時
却
分

場

所

1
魚
津
保
健
所

げ
マ
対
象
内
容

l
妊
婦
、
よ
い
子
を
生

け
む
た
め
の
学
習
マ
畳
食
ご
持
参
く

け

だ

さ

い
。

日

v育
児
学
級

*
 
会
マ
同
月
包
日
樹
午
後
1
時

1

3
時
羽

合合

分

場

所

l
魚
津
保
健
所

け
マ
対
象
内
容

l
産
後

E
1
2
ヵ
月
の

け
産
婦
の
方
「
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方
」

け
「
避
妊
の
し
方
」
「
正
し
い
医
者
の

け

か
か
り
方
」

け

V
離
乳
食
調
理
実
習

け

マ

叩
月

M
日
一樹
午
前
日
時

1
日
時
初

日

‘分

場

所

l
魚
津
保
健
所

け
マ
対
象
者
1

5
1

6
ヵ
月
の
赤
ち
ゃ

*

ん

の
保
育
者

会け

V
成
人
病
健
康
相
談

け

マ

叩
月
8
日
…
附
及
び
叩
月
詑
日
闘
い

け
ず
れ
も
午
後

1
時
初
分

1
3
時

け

マ

場

所

1
市
役
所
保
健
室

け

V
成
人
病
教
室

付

マ

叩

月

1
日
附

・
日
月

5
日
…
附
い
ず

け
れ
も
午
前

9
時
ぬ
分

1
ロ
時

け

場

所

1
魚
津
保
健
所

け

内

容

l
講
議
「
高
血
圧
に
つ
い
て
」

*

ス
ラ
イ
ド

l
「
高
血
圧
を
防
ぐ
暮

合脅

し
方
」

日

高

血

圧

食

実

習

と

試

食

付

費

用

1
無
料

J
I
@
エ
プ
ロ
ン

・
健
康
手
帳
ご
持
参
く

か

だ
さ
い
。

-R 
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50. 10. 1 

第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
巳
で
す
。

おしらせ@仇仇ぬ
-
福
祉
手
当
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
該
当
者
は
申
請
も
れ
の

な
い
よ
う
に

福
祉
手
当
が
、
こ
と
し
の
叩
月
か
ら

新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
手

当
額
は
一
人
月
額
四
、

0
0
0
円
で
毎

年
1
月

・
5
月

・
9
月
の

3
期
に
前
月

ま
で
の
分
を
支
払
い
ま
す
。

。
対
象
者
該
当
す
る
の
は
在
宅
で
身

障
手
帳
一
級
の
所
持
者
、
療
育
手
帳
A

の
一
部
、
身
障
手
帳
二
級
の
一
部
、
特

別
福
祉
手
当
受
給
者
、
障
害
福
祉
年
金

一
級
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象

者
仰
で
常
時
介
護
を
要
す
る
と
認
め
ら

れ
る
人
。
た
だ
し
、
障
害
年
金
や
廃
疾

を
支
給
事
由
と
す
る
他
の
制
度
の
給
付

を
受
け
て
い
る
者
、
施
設
入
所
者
を
除

き
ま
す
。

。
所
得
制
限
受
給
資
格
者
又
は
扶
養

義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
扶
養
親
族
の

数
に
応
じ
て
政
令
で
定
め
る
額
以
内
で

あ
る
こ
と
。
定
め
る
額
を
越
え
る
場
合

は
、
そ
の
年
の

5
月
か
ら
翌
年
の

4
月

ま
で
の
一
年
間
支
給
を
停
止
し
ま
す
。

O
申
請
に
つ
い
て
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
人
に
は
叩
月
中
旬
ま
で
に
、
申
請

受
付
時
期
等
を
通
知
致
し
ま
す
の
で
叩

月
中
に
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
市
役
所
社
会
福

祉
課
福
祉
係
内
線
2
4
1
番
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-m月
の
街
頭
献
血

叩
月
日
日
に
|

|

富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は

叩
月
時
日
(
土
)
午
前
日
時
か
ら
午
後

3

おしらせ@仇⑩仇令，⑨⑨⑨〈ぢ⑨令/でき

家
そ
ろ
っ
て
健
や
か
に

時
ま
で
、
電
鉄
魚
津
駅
前
広
場
で
街
頭

献
血
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
献
血
に
功
労
の
あ
っ
た
人
に
は
|
|

一
O
回
以
上
善
意
の
献
血
を
さ
れ
た

人
に
は
、
日
本
赤
十
字
社
よ
り
銀
色
特

別
社
員
章
を
、
二

O
回
以
上
の
人
に
は
、

金
色
特
別
社
員
章
、
三

O
回
以
上
の
人

に
は
銀
色
有
功
章
が
贈
ら
れ
ま
す
。

-
市
消
防
職
員

採
用
試
験
の
ご
案
内

『
引
年
の
一
般
行
政
職
の

職
員
採
用
は
中
止
』

市
で
は
消
防
職
員
の
採
用
試
験
を
次

の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。
受
験
希
望
者

は
、
同
月

6
日
か
ら
叩
月
初
日
ま
で
市

役
所
総
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

採

用

予

定

人

員

約

三

名

受
験
資
格
昭
和
幻
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
お
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
高

等
学
校
以
上
を
卒
業
し
市
内
に
居
住

し
て
い
る
も
の
。

試
験
日
昭
和
印
年
叩
月
幻
日

試
験
場
所
魚
津
市
消
防
署

な
お
、
市
で
は
日
年
の
一
般
行
政
職

の
職
員
採
用
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

-
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
キ
チ
ン
と

納
ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

過
去
に
納
め
忘
れ
て
、
未
納
の
ま
、

に
な
っ
て
い
る
期
間
が
な
い
で
し
ょ
う

カ
保
険
料
は
、
納
期
限
が
過
ぎ
て
二
年

た
ち
ま
す
と
時
効
に
か
、
り
、
納
め
た

く
て
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
効
に
か
、
っ
た

保
険
料
に
つ
い
て
、
い
ま
、
特
別
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
納
期

限
は
ほ
月
別
日
で
す
。

こ
の
特
例
納
付
は
強
制
加
入
被
保
険

者
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
ば
か
り

で
な
く
、
資
格
喪
失
し
て
い
て
も
過
去

に
納
入
し
て
い
た
人
た
ち
で
、
未
納
の

期
聞
の
あ
る
人
も
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。保
険
料
は
一
か
月
九

O
O
円
で
す
。

も
う
一
度
、
過
去
の
保
険
料
に
つ
い

て
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
を

長
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
額

の
老
齢
年
金
を
受
給
し
ま
し
ょ
う
。

-
自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
、
印
年
度
第

3
次
自
衛

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

。

待

遇
。
特
別
職
国
家
公
務
員

O
各
種
専
門
技
術
の
修
得
可
能

O
夜
間
大
学
、
通
信
教
育
の
受
講

γ』
也
じ

一日
ム
円

O
衣
、
食
、
住
無
料
支
給

応
募
希
望
者
は
、
上
村
木
、
自
衛
隊

富
山
地
方
連
絡
部
魚
津
募
集
事
務
所
ま

た
は
、
市
役
所
市
民
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

-
危
険
物
取
扱
者
資
格
試
験
の

お
知
ら
せ

V
試
験
の
種
別

と
丙
極

V
試
験
日

V
講
習
会

甲
種
、

乙
種
の
全
類

乙

種

叩

月

幻

・
初
日

同

種

叩

月

初

日

V
受
験
願
書
受
付
期
間

叩
月

8
日
か
ら
叩
月
日
日
ま
で

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
消
防
署
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話

M
|
0
2
9
5
番

-ホ
l
ム
・
コ
ン
サ
ル
(
講
習
)

の
ご
利
用
を
/

北
陸
電
力
で
は
、
近
所
の
人
、
親
し
い

友
達
な
ど
四

l
六
名
程
の
グ
ル
ー
プ
を

対
象
に
、
ご
家
庭
の
台
所
や
、
お
茶
の
間

へ
、
お
た
ず
ね
し
て
、
料
理
を
し
た
り
、

そ
の
料
理
を
試
食
し
な
が
ら
、
電
気
の

上
手
な
使
い
方
や
、
コ
ー
ド
の
接
続
な

ど
簡
単
な
電
気
器
具
の
修
理
実
習
な
ど

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

料
金
は
無
料
で
、
ど
こ
へ
で
も
う
か
が

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
利
用
ね
が

い
ま
す
。

1
料

理

講

習

卯

分

2
電
気
器
具
の
修
理
O

L
J

3
正
し
い
電
気
知
識

3
づ

く
わ
し
く
は
北
陸
電
力
魚
津
営
業
所

⑮
μ
1
1
4
0
0
番
へ

幹

第
三
五
九
号 V

ガ
ン
講
演
会
開
催
の

お
知
ら
せ
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所

1
魚
津
保
健
所

内
容

l
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